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蛤 文内容の要旨
[目 的]
マレック病 (MD)ウイルス (MDV)は， ヘノレペスウイルス科に属し， 血清裂として3型 (MDV






LCLや， MDV 1感染細胞を抗原とするマウスの単ク ロー ン抗体 (MAb)を作製し， MDVl特異
的腫虜抗原を同定することにある。
[方法]
1. ウイルスと細胞 MDVlとしてBC-l株， JM株， C 2株，MDV2としてHP R S24株， M
DV 3 (HVT)として01株を用いた。ウイルス感染系としてニワトリ座線維芽細胞を用いた。MD
LCLとしてMDCC-MSB1， MDCC-LS 1， MDCC-RP 1，ニワトリリ ンパ性白血病
(L L)由来細胞として，LSCCー I104Blを用いた。
2. MA bの作製 MDVl感染細胞及びMDCC-MSBlの可溶画分からニワトリ抗MDVl抗体











1) MDVl感染細胞を抗原として免疫したマウスより 3株， MDCC-MSB 1を抗原として免疫
したマウスより 4株のハイブリドーマを得た。これらのMAbは， MDV 1感染細胞とのみ反応し
fこ。






2) MD V 1感染細胞から，これらMAbによって検出されるMDVl特異的リン酸化蛋白のリン酸
化アミノ酸の解析を行なった結果，リン酸化セリンが検出された。
3) ペプチドマッピング法により， 39/36K， 24K間で共通するスポットが検出された。
4) 39/36K， 24Kは異なったmRNAから翻訳されている事が明らかとなった。
















単クロン抗体を作製して抗原の解析を行い， MDV 1特異的リン酸化蛋白を同定したものであるO さら
に，この抗原が腫蕩抗原としてMDリンパ腫由来培養株化細胞とニワトリのMDリンパ腫細胞の細胞質
に発現していることなどを初めて示したものでMDVによる腫虜化機構の研究における重要な知見と考
えるO
????
